


「
み
な
さ
ん
／
熊
本
あ
る
い
は
熊
本
県
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
を
九
つ
書
き

込
ん
で
下
さ
い
」
１
…
さ
あ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
あ
れ
だ
こ
れ
だ
と
カ
ン
ニ
ン
グ
は
公
認
、

ど
こ
に
何
を
は
め
込
む
か
で
の
勝
負
で
す
。
毎
回
豪
華
賞
品
を
か
っ
さ
ら
っ
て
行

く
蓑
田
君

（９
回
卒
）
は
、
そ
れ
は
場
所
か
建
物
か
名
産
物
か
、
形
の
無
い
物
で

も
ぃ
い
つ
い
／

‐
―文
‐字
檄
は
関
係
な
い
０
カ、
γ
せ
立
ち
上
が
つ
ｔ
，
振
り
手
振
り
の

質
問
。
ワ
ハ
＾
↑
三
．一．ぃ
ゃ
感
心
で
す
。
武
夫
原
会
員
鷲
■
ツ
を
と
っ
て
も
何
事

に
も
真
剣
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
ず
―

一　
　
　
・
　

・
　

一
一　
　
・
・　
　
一

書
き
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
■中
野
君
が

「熊
本
城
、
五
つ
木
の
子
守
唄
、
夏
目

漱
石
、
馬
刺
…
」
と
読
み
上
げ
て
行
き
ま
す
。
こ
ん
な
も
ん
直
ぐ
ビ
ン
ゴ

（縦
か

横
か
斜
め
に
揃
う
事
）
出
来
る
わ
い
と
タ
カ
を
く
く
っ
て
い
ま
ｔ
た
が
、
ボ
ッ
コ

イ
な
か
‐な
か
揃
わ
な
い
で
は
な
ｔ‐、
力、
ず
皆
ん
な
の
嘆
声
、
悲
鳩
を
楽
し
む
か
の
よ

う
に
次
々
と
続
き
ま
す
。
読
み
上
げ
ら
れ
た
全
部
は
書
け
ま
せ
ん
が
、
主
だ
っ
た

も
の
は
、
竜
田
山

・
書
川

一
銀
杏

一
も
つ
こ
す
・
芥
子
レ
ツ
，
ツ
一
水
前
寺
公
園
・

肥
後
ず
い
き
・
草
千
里

。
画
津
湖

・
加
藤
清
正

・
通
潤
橋
・
■
通
り
・
下
通
り
…
…

３
ｏ
・
要
す
る
に
根
拠
な
く
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
す
が
つ
な
が
つ
て
く
れ
ま
せ
ん
¨

ま
ず
そ
れ
で
も
徐
々
に
名
乗
り
が
上
が
っ
て
幹
事
・
有
志
の
持
ち
寄
っ
た
景
品

を
手
に
し
て
の
二
Ｊ
ニ
コ
顔
は
い
つ
も
の
光
景
で
ｔ
た
。
特
ｔ
今
―回
つ
圧
巻
は
沖

野
君
が
提
供
ｔ
ｉた
一
イ
レ
ツ
ト
ベ
ト
パ
■
（１２
ロ
ト
ル
）
で
し
た
。
　
こ
れ
は
彼

が
兼
松
江
商
紙
パ
ル
プ
部
で
同
社
製
儡
を
大
量
に
提
供
し
て
く
れ
ｔ
の
で
す
が
―、

当
初
は
た
か
が
ト
イ
ル
ツ
小
一パ
‐――
パ
■
で
は
な
い
か
と
た
か
を
く
く
´
て
い
ま
ｔ

た
が
大
き
く
て
、
軽
く
て
包
装
が
か
，
フ
ル
で
見
栄
え
が
し
て
、
思
い
の
外
の
大

人
気
。
会
社
で
は
恐
ら
く
や
か
ま
ｔ
い
エ
リ
ト
ト
幹
部
で
あ
ろ
う
面
々
が
、
喜
々

と
し
て
抱
■
力ゝ
ゝ
え
て
婦
る
姿
鷲
何
‐とヽ
激
笑
は
ｔ
い
も
の
で
あ
り
ま
ｔ
北
ず
い

く
い
う
私
も
そ
う

一
人
で
あ
り
ま
ｔ
た
０　
　
　
　
一　
　
一　
　
　
　
　
・
．
一●
●

古
い
年
代
が
期
待
し
た
、
「高
田
原

（
こ
う
た
ば
る
）
、
二
本
木
」
と
か
谷
会
長

ぃ罐ぃなぃ語‐た」「“̈
〔定は崎嚇轟けれれ， 一ヵでし‐た。一一， 一一

そ
ん
な
こ
ん
な
で
今
回
も
武
夫
原
頭
に
草
萌
え
て
の
大
合
唱

（巻
頭
言
は
甲
斐

君

・
６
回
卒
）
と

一
本
〆

（真
名
子
君
）
で
目
出
度
く
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
賓
と
し
て
本
部
か
ら
山
中
常
任
理
事
、
東
京
か
ら

九
鬼
会
長

・
笹
原
幹
事
長
、
そ
し
て
関
西
志
文
会
、
紫
苑
会

（熊
本
県
立
大
学
）

熊
本
市
大
阪
事
務
所
、
中
川
恩
師
、
徐
海
洋
嬢

（中
国

・
熊
大
修
士
修
了
）
の
皆

様
の
御
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。


